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飯山市 の歴史

 畳表製造の始祖 山口村
　畳表は、冬季の副業とし
て江戸時代中期（18世紀）
から昭和30年代まで、常
盤地区を中心として生産さ
れていました。
　この飯山畳表製造の本家
が山口地区で、山口村に住
む者が稗田というところで
野生のい草を発見・栽培し、
これを畳表に織ったのが山
口ゴザの始まりであると伝
えられています。

たたみおもて

ひえだ

飯
山
市
美
術
館
で
は
、
木
島
地
区
天
神
堂
出
身
の

彫
刻
家
、
箕
口
博
（1923

〜1977

）
の
作
品
を
展

示
し
た
企
画
展
『
虚
の
世
界
に
遊
ん
だ
ひ
と　

箕
口

博
彫
刻
展
』
を
9
月
17
日
か
ら
11
月
6
日
ま
で
開
催

し
ま
し
た
。
箕
口
博
は
、「
虚
」
を
最
大
の
テ
ー
マ

に
掲
げ
、
記
号
派
展
や
個
展
を
主
な
発
表
の
場
と
し

て
優
れ
た
創
作
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

昭
和
52
年
に
54
歳
と
い
う
若
さ
で
亡
く
な
ら
れ
ま

し
た
が
、
残
さ
れ
た
数
々
の
作
品
は
、
今
な
お
、
多

く
の
鑑
賞
者
に
感
銘
を
与
え
続
け
て
い
ま
す
。
来
館

者
か
ら
は
、「
偶
然
入
っ
た
美
術
館
だ
っ
た
が
、
共

感
で
き
る
作
品
に
め
ぐ
り
合
え
て
感
動
し
て
い
る
」

「
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
彫
刻
家
が
飯
山
に
い
た
ん
だ
」

な
ど
、
多
く
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 旧

太
田
村
蕨
野
（
現
飯
山
市
太
田
地
区
）
ご

出
身
の
高
橋
正
義
氏
は
、
平
成
9
年
、
長
年
蒐

集
さ
れ
て
き
た
陶
磁
器
類
を
飯
山
市
美
術
館
に

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
い
ま
ま
で
公
開
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
こ
れ
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

飯
山
市
ふ
る
さ
と
館
に
お
い
て
展
示
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

日
本
の
陶
磁
器
を
は
じ
め
、
中
国
製
の
陶
磁

器
な
ど
１
０
０
点
を
超
え
る
高
橋
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
1
月
23
日
は
、
長
野
県
飯
山
に
ス
キ
ー
が
伝

え
ら
れ
て
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
企
画
展
で
は
、
県
下
で
最
も
早
く
ス
キ
ー
が
伝
え

ら
れ
た
飯
山
の
ス
キ
ー
の
歴
史
を
、
貴
重
な
写
真
や
当
時

使
わ
れ
て
い
た
ス
キ
ー
関
係
の
用
具
な
ど
と
と
も
に
紹
介

し
ま
す
。
上
の
写
真
は
、
最
初
の
ス
キ
ー
場
と
も
言
え
る

城
山
で
、
飯
山
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
連
鎖
滑
降
を
行
っ

て
い
る
様
子
で
す
。

　

ま
た
、
飯
山
ス
キ
ー
発
祥
１
０
０
周
年
記
念
事
業
と
し

て
写
真
パ
ネ
ル
の
巡
回
展
が
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
に
あ
わ
せ

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
こ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ふるさと館友の会では、10 月に二つの視察研修
会を実施しました。友の会に寺町部会が発足したこ
ともあり、飯山とゆかりある北信地域の寺院を訪ね
る研修会と、博物館等施設の先進地視察として富山
城址公園および富山市郷土博物館、富山市民俗民芸
村へ行ってきました。
参加した会員は、各所での説明にメモをとりなが
ら熱心に耳を傾けていました。飯山の寺院を学ぶ上
で有意義な研修となり、また、今後の施設の運営を
進めるうえで大変参考になる研修会となりました。

「
高
橋
正
義
氏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」

飯
山
市
ふ
る
さ
と
館
企
画
展
開
催
中

■
期　
　
間　
11
月
8
日（
火
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 

11
月
27
日（
日
）

■
場　
　
所　
飯
山
市
ふ
る
さ
と
館

■
開
館
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　
　

         　

 （
入
館
は
午
後
５
時
半
ま
で
）

■
休 

館  

日　
毎
週
月
曜
日

　
　
　
　
　
　

 （
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

■
入 

館  

料　
大
人
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　
小
中
学
生
１
０
０
円　

　
　
　
　
　
　
※
市
内
の
小
中
学
生
は
無
料

「
飯
山
ス
キ
ー
発
祥
１
０
０
周
年
展
」

『
虚
の
世
界
に
遊
ん
だ
ひ
と

 

箕
口
博
彫
刻
展
』

飯
山
市
ふ
る
さ
と
館
企
画
展

△興味深そうに作品を眺める小学生たち

△

　　　　 ふるさと館友の会

視察研修会を開催しました

　ふるさと館では、小学生の見学に際し、学年
の学習単元にあわせて古代体験学習（勾玉作り、
火起こし体験）や昔の暮らし体験（石臼挽き、
洗濯板を使った洗濯体験）などさまざまな体験
学習を実施しています。
　特に小学４年生では昔の生活を調べる学習単
元がありますので、ふるさと館で収蔵している
民具を実際に使って、昔のくらしを体験しても
らうメニューを用意しています。
　社会見学で飯山市を訪れる市外の小学校に
は、ふるさと館での昔の体験学習を見学コース
に組み込んでいただき、石臼を使ってきな粉作
り、洗濯板を使って洗濯体験、機織り体験など
を行っています。毎年多くの小学校の見学があ
り、昔の仕事の大変さ、おもしろさを体験して
いただいています。

　洗濯板を使って雑巾を
洗う体験です。昔の人は
大変だったんだなぁ！

ふるさと館で

 　　昔の暮らし体験！

　石臼で大豆を挽いてき
な粉をつくる体験です。
石臼をまわすのは重くて
とっても大変！

△

開催報告

須坂市普願寺にて（10月15日）

富山市民俗民芸村にて（10月29日）

飯
山
ふ
る
さ
と
検
定
「
一
般
の
部
」
で
５
名
の
マ
イ
ス
タ
ー
が
誕
生
！

12/6

2/12
～

10
月
1
・
2
日
に
第
５
回
飯
山
ふ
る

さ
と
検
定
が
行
わ
れ
、
小
学
生
の
部
に

12
名
、
中
学
生
の
部
に
３
チ
ー
ム
、
一

般
の
部
に
13
名
が
受
検
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
の
部
マ
イ
ス
タ
ー
（
達
人
）
に

は
、
こ
れ
ま
で
に
初
級
・
上
級
の
認
定

を
受
け
て
い
る
宮
﨑
東
一
郎
さ
ん
（
瑞

穂
）、
岡
本
敞
靖
さ
ん
（
瑞
穂
）、
丸
山

幸
子
さ
ん
（
木
島
）、
鈴
木
朗
子
さ
ん

（
瑞
穂
）、
小
坂
晶
子
さ
ん
（
瑞
穂
）
が

見
事
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
合
格
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

し
ゅ
う

し
ゅ
う
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【地区館情報】

木　
島

木　
島　
　
　

瑞　
穂

瑞　
穂　
　
　

秋　
津　

秋　
津　
　
　

柳　
原

柳　
原　
　
　

外　
様

外　
様　
　
　

　
　

太　
田　

太　
田　
　
　

岡　
山

岡　
山　
　
　

◇
学
習
講
座
「
ミ
ニ
門
松
作
り
」

　

毎
年
恒
例
の
門
松
作
り
、
今

年
も
実
施
予
定
で
す
。
詳
細
が
決

ま
り
次
第
、
チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
12
月
中
に
行
い
ま
す

◇
第
48
回
木
島
地
区
文
化
祭

　

10
月
22
日
（
土
）・
23
日
（
日
）

木
島
公
民
館
に
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

美
術
作
品
展
で
は
地
域
の
皆

様
を
は
じ
め
、
保
育
園・小
学
校・

養
護
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
食

文
化
の
会
」
木
島
支
部
に
よ
る
、

す
い
と
ん
汁
の
サ
ー
ビ
ス
や
大
か

ぼ
ち
ゃ
の
重
量
当
て
コ
ー
ナ
ー
な

ど
で
秋
の
芸
術
鑑
賞
と
共
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
第
44
回
地
区
一
周
駅
伝
大
会

中条区の獅子舞

◇
柳
原
地
区
文
化
祭

　

10
月
30
日
（
日
）
柳
原
地
区
文

化
祭
及
び
地
区
駅
伝
大
会
が
開
催

し
ま
し
た
。

　

地
区
駅
伝
大
会
で
は
南
条
が
見

事
優
勝
！
オ
ー
プ
ン
チ
ー
ム
の
部

で
は
大
川
B
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

趣
味
の
作
品
展
に
は
多
く
の
作

品
が
出
展
さ
れ
、
所
作
は
笹
川
区

の
「
天
狗
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
会
育
成
会
主
催
の

ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
も
好
評
で
、
子

供
た
ち
が
長
い
列
を
つ
く
っ
て
い

ま
し
た
。
保
健
補
導
員
に
よ
る
柳

原
保
健
室
も
開
催
さ
れ
、
健
康

相
談
な
ど
大
勢
が
訪
れ
ま
し
た
。

◇
瑞
穂
地
区
文
化
祭
・
駅
伝
大
会

　

10
月
23
日
（
日
）、
恒
例
の
瑞

穂
地
区
文
化
祭
を
開
催
し
ま
し

た
。
天
気
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が

な
ん
と
か
持
ち
こ
た
え
、
た
く
さ

ん
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
趣

味
の
作
品
展
示
や
抽
選
会
、
食
堂

売
店
そ
の
他
お
馴
染
み
の
催
し
に

加
え
今
年
は
地
区
内
の
有
志
の
方

に
オ
カ
リ
ナ
の
ミ
ニ
演
奏
会
を
し

て
い
た
だ
き
、
更
に
華
を
添
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
駅
伝
大
会
も
同
時
開

催
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
よ
り
も
参

加
チ
ー
ム
数
が
若
干
少
な
め
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
沿

道
で
た
く
さ
ん
の
声
援
を
受
け
な

が
ら
、
秋
の
瑞
穂
を
駆
け
抜
け
ま

し
た
。

　
こ
の
二
つ
の
事
業
に
よ
り
、
大

勢
の
皆
さ
ん
が
一
堂
に
会
す
る
機

伝統のある地区駅伝大会

タスキをつないで・・・

かんたんヘルシー料理！

◇
第
38
回
飯
山
市
駅
伝
大
会
結
果

　

10
月
９
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
飯
山
市
駅
伝
大
会
で
は
、

昨
年
と
同
じ
４
位
と
な
り
ま
し
た
。

（
Ａ
チ
ー
ム
）
Ｂ
チ
ー
ム
は
１
４
位

オ
ー
プ
ン
チ
ー
ム
は
５
位
と
い
う

結
果
に
な
り
ま
し
た
。
９
月
上
旬

よ
り
練
習
を
行
い
当
日
は
各
自
、

練
習
以
上
の
結
果
を
出
し
ま
し
た
。

◇
太
田
地
区
か
か
し
祭
り

　

９
月
中
旬
よ
り
活
性
化
セ
ン

タ
ー
入
口
に
展
示
し
て
い
ま
し
た

「
か
か
し
」
で
す
が
、公
民
館
役
員
、

駅
伝
選
手
を
中
心
に
人
気
投
票
を

行
い
ま
し
た
。

上
位
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

位　

蕨
野
区　

２　

位　

瀬
木
区　

３　

位　
大
深
区

◇
放
射
能
を
知
ろ
う
！

　

岡
山
地
区
区
長
会
で
は
、
原
発

事
故
に
よ
り
発
生
、
拡
大
し
た
放

射
能
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た

め
「
放
射
能
を
知
ろ
う
！
」
学
習

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
19
日
（
土
）　
14
時

場
所　
岡
山
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー

◎
現
状
報
告
「
放
射
能
と
農
産

物
の
安
全
に
つ
い
て
」

講
師
：
北
信
地
方
事
務
所
農
政
課

竹
腰
課
長
補
佐

◎
講
演
「
放
射
能
（
線
）
に
よ
る

人
体
へ
の
影
響
に
つ
い
て
」

講
師
：
飯
山
赤
十
字
病
院
放
射
線
科

高
沢
課
長

　

ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
お
誘
い
あ
っ
て
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

◇
「
男
も
厨
房
に
入
る
べ
し
！
」
い

ろ
り
端
料
理
教
室　
第
３
弾
終
了

　

10
月
25
日　

教
室
も
最
終
回

の
３
回
目
で
す
っ
か
り
顔
な
じ
み

に
な
っ
た
参
加
者
は
、
地
元
の
厨

房
「
信
濃
百
年
」
の
高
橋
俊
三

さ
ん
か
ら
、
食
欲
の
秋
に
あ
わ
せ

て
、
お
肉
を
使
っ
た
ち
ょ
っ
と
ボ

リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
簡
単
・
ヘ
ル
シ
ー

料
理
４
点
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
『
里
芋
は
、
金
た
わ
し
で
皮
を

剥
く
と
本
来
の
味
が
出
ま
す
よ
』

『
へ
ー
そ
う
な
ん
で
す
か
』・
・
・

　

親
し
く
会
話
を
し
な
が
ら
、
タ

カ
の
つ
め
を
入
れ
た
煮
こ
ろ
が
し

◇
岡
山
ふ
る
さ
と
百
選
委
員
会

　

区
長
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
委

員
６
名
に
よ
り
、
岡
山
の
宝
物
探

し
グ
ル
ー
プ
「
岡
山
ふ
る
さ
と
百

選
委
員
会
」
が
設
立
し
ま
し
た
。

　

10
月
19
日
第
２
回
目
の
委
員

会
が
行
わ
れ
、
今
後
の
進
め
方
を

検
討
、
雪
が
降
る
前
に
岡
山
地
区

自
慢
の
文
化
遺
産
や
景
観
な
ど
の

宝
物
を
見
て
回
り
、
確
認
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
と
め
た
も
の
は
、
保
存
を
含

め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
用
で

き
る
よ
う
示
唆
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

は
ち
ょ
い
辛
の
絶
品
！

　

今
年
は
、
こ
れ
が
最
後
「
来
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
の

思
い
を
込
め
て
終
了
し
ま
し
た
。

◇
第
１
回
太
田
公
民
館
長
杯
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

　

10
月
30
日
（
日
）
に
第
１
回
太

田
公
民
館
長
杯
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
小
雨
の
降
る
中
、
戸
狩
ス
キ
ー

場
内
に
あ
る
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

場
で
熱
い
戦
い
を
演
じ
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

広
瀬
鉄
夫
氏　

準
優
勝　

木
原
喜
正
氏　

３　

位　

丸
山
勝
三
氏

◇
第
32
回
太
田
地
区
文
化
祭
開
催

　

10
月
30
日
（
日
）
に
第
32
回

太
田
地
区
文
化
祭
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
年
は
、
昨
年
か
ら
同
時

開
催
と
な
り
ま
し
た
、
第
２
回
戸

狩
と
ん
平
ト
レ
イ
ル
駅
伝
と
今
回

か
ら
参
加
の
い
い
や
ま
う
ま
い
も

の
祭
を
同
時
に
開
催
さ
れ
展
示
会

場
も
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
が
り
に
て

行
い
ま
し
た
。

の
で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
常
盤
公
民
館
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
筆
遊
び
体
験
講
座

　

今
年
３
月
に
行
い
大
好
評
だ
っ

た
「
筆
遊
び
体
験
講
座
」
を
、
11

月
下
旬
頃
再
び
開
催
す
る
予
定

で
す
。
講
師
は
遊
筆
家
の
林
映
寿

さ
ん
（
小
布
施
・
雁
田
薬
師
浄
光

寺
副
住
職
）。
話
が
と
て
も
面
白

い
!!
と
前
回
の
参
加
者
は
大
喜
び

で
し
た
。

　

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
チ
ラ
シ

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
第
61
回
外
様
地
区
文
化
祭

　

10
月
22
日
（
土
）・
23
日
（
日
）

に
外
様
公
民
館
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

22
日
の
前
夜
祭
で
は
、
10
月
９

日
に
開
催
さ
れ
た
飯
山
市
駅
伝
大

会
で
健
闘
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
へ

の
地
区
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
条
の
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
か
わ
い
い
ダ
ン
ス
や
中
曽
根

劇
団
に
よ
る
寸
劇
「
浦
島
太
郎
」

会
を
生
み
出
せ
た
こ
と
が
で
き
た

こ
と
が
何
よ
り
の
収
穫
で
あ
っ
た

と
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
、
み
ん
な
で
創

り
上
げ
る
文
化
祭
・
駅
伝
大
会
で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
地
区
駅
伝
大
会
結
果　

優　

勝　

柏
尾
Ａ　

準
優
勝　

柏
尾
Ｂ　

第
３
位　

関
沢
Ａ

な
ど
集
落
ご
と
の
発
表
だ
け
で
な

く
、
中
国
か
ら
の
研
修
生
が
飛
び

入
り
参
加
で
郷
里
の
歌
を
披
露
す

る
一
幕
も
あ
り
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

23
日
に
は
、
今
年
初
め
て
の

試
み
と
し
て
中
条
区
の
獅
子
舞

や
、
地
区
の
方
が
趣
向
を
凝
ら
し

て
作
っ
た
か
か
し
の
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
作
品
展
に
は
、
３
月

の
震
災
の
影
響
で
出
品
の
場
の
な

か
っ
た
栄
村
の
方
か
ら
の
作
品
提

供
も
。
保
健
補
導
員
さ
ん
主
催

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
わ
か
っ
た
体

年
齢
と
実
際
の
年
齢
の
差
に
一
喜

一
憂
し
た
り
、
お
餅
や
新
米
コ
シ

ヒ
カ
リ
、
み
ゆ
き
ポ
ー
ク
と
い
っ

た
お
い
し
い
振
る
舞
い
に
舌
鼓
を

打
っ
た
り
と
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

だ
楽
し
い
文
化
祭
に
な
り
ま
し
た
。

※
地
区
駅
伝
大
会
の
結
果

（
11
チ
ー
ム
参
加
、
内
オ
ー
プ
ン

５
チ
ー
ム
）
８
区
間
９
．
４
ｋ
ｍ

（
正
規
チ
ー
ム
）

優　

勝　

南
条
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝　
大
川
Ａ
チ
ー
ム

３　

位　

藤
ノ
木
Ａ
チ
ー
ム

（
オ
ー
プ
ン
チ
ー
ム
）

優　

勝　
大
川
Ｂ
チ
ー
ム

準
優
勝　

南
条
Ｂ
チ
ー
ム

３　

位　
山
口
Ｂ
チ
ー
ム

　

10
月
23
日
（
日
）
に
17
チ
ー

ム
が
熱
き
走
り
で
地
区
１
周
11
区

間
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

※
大
会
結
果

優　

勝　
野
坂
田
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

準
優
勝　

下
木
島
マ
ッ
ク
ス

３　

位　

其
綿

　

関
係
者
の
皆
様
、
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

恒例の鏡割り「よいしょ！」

◇
太
田
公
民
館
長
杯
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会

　

11
月
６
日
（
日
）
に
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
雨
の
た
め

中
止
に
な
り
ま
し
た
。

駅伝２連覇の柏尾チーム

◇
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

　
　
「
絵
手
紙
か
い
て
み
よ
う
」

　

地
区
育
成
会
が
文
化
祭
に
リ
ン

ク
さ
せ
た
事
業
と
し
て
、
10
月
15

日
（
土
）
に
栄
村
国
際
絵
手
紙
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
館
館
長
滝
沢
英
夫

さ
ん
を
講
師
に
招
き
開
催
し
ま
し

た
。
普
段
と
は
違
っ
た
筆
の
持
ち

方
や
、
線
の
描
き
方
に
苦
戦
し
な

が
ら
も
、
真
剣
に
ま
た
楽
し
く
、

世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
作
品
を
描

き
あ
げ
ま
し
た
。
ま
た
や
っ
て
欲

し
い
と
の
声
も
聞
か
れ
、
ス
テ
キ

な
絵
手
紙
が
で
き
ま
し
た
。

※
地
区
文
化
祭
の
様
子
は
、
次
号

に
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

世界に一つだけの作品を
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人 権
学習シリーズ

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

子育てセミ
ナー公開講

演会

幸せな人生を歩むためにとても大切なこと
講師 ： 上田情報ビジネス専門学校副校長 比田井 和孝　氏

幸せな人生を歩むためにとても大切なこととは…
ベストセラー「私が一番受けたいココロの授業」著者、
ヒダカズ先生の元気が出る講演会！！

日時

会場

11 月 26日（土）午後１時３０分～３時
飯山市公民館　２階講堂 　（入場無料）

★ 託児について

　 託児をご希望の方は飯山市公民館までご予約ください。
　（締め切り：１１月２２日（火）、先着１０名まで、託児のおやつ代 １００円）
　＊会場外ロビーにモニターをご用意させていただきますので、
    お子様と一緒に講演を聴くこともできます。

　

ひ   だ   い　かずたか

○ お申し込み・問い合わせ先：飯山市総合学習センター（飯山市公民館）　℡62-3342

　2004年 3月、初めて飯山第一中学校生
徒（10名）が、交流校・中国「深圳外国
語学校」を訪問し、交流しました。2002
年 2月、来飯し交流したことのある高等部
日本語科生徒の皆さん（ホストファミリー
生徒10名）は、歓迎交流会で「世界に一
つだけの花、を一緒に歌おう」と提案。両
校の生徒の歌声と笑顔が、教室いっぱい
となりました。そして、この歌は、最終日
の涙の別れまで、事あるたびに共に歌いあ
げるテーマ曲とも言えるものとなりました。
　実は、この訪問交流は、前年の3月の
計画でしたが、直前にＷＨＯの世界規模
のＳＡＲＳ警報発令、及び、イラク戦争勃
発で急遽中止（1年延期）されていました。
私は、深圳外国語学校の生徒の皆さんが、
「世界に一つだけの花」を選んだ理由の一
つに、「花や個々の人々を賛美することで
平和の大切さを訴える。」「人命の大切さを
訴え、平和を求める」（ＳＭＡＰ談）という
ことへの共感や、その思いを一緒に共有し
ようという強い願いがあったからではない
かと思いました。
　この歌の作詞・作曲・編集者、槇原敬
之氏は、「『Ｎｏ.1でなくＯｎｌｙ Ｏｎｅ』
という主題は、『天上天下唯我独尊』とい
う仏教の教えが念頭にあった。仏説阿弥
陀経の『青色青光　黄色黄光　赤色赤光
　白色白光』の一節が元。また、いくらた
くさんのバラがあろうとも、自分が美しいと
思い、精一杯の世話をしたバラはいとおし

　
私
は
沖
縄
か
ら
飯
山
へ
引
っ
越

し
て
来
て
３
年
半
に
な
り
ま
し

た
。
子
育
て
を
自
然
豊
か
な
飯

山
で
と
思
い
、
主
人
の
地
元
飯
山

へ
引
っ
越
し
て
来
ま
し
た
。
沖
縄

と
飯
山
・
・
・
気
候
は
全
く
正
反

対
で
文
化
や
食
の
違
い
も
沢
山
あ

り
、
初
め
は
戸
惑
う
ば
か
り
で
し

た
。
頼
れ
る
人
も
な
く
、
飯
山
で

暮
ら
し
て
行
け
る
だ
ろ
う
か
、
地

域
に
打
ち
解
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か

と
毎
日
不
安
な
生
活
で
し
た
が
、

優
し
く
声
を
か
け
て
く
れ
る
地
域

の
人
達
の
お
か
げ
で
、
そ
ん
な
不

安
は
す
ぐ
に
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

荒
廃
が
進
む
河
川
敷
農
地
で
、

手
軽
に
栽
培
出
来
る
作
物
は
無
い

か
と
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、『
夏

の
飯
山
の
気
温
は
暑
い
か
ら
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
も
出
来
る
か
も

…
』
と
聞
い
た
の
が
始
ま
り
で
し

た
。

　

し
か
も
、
今
の
と
こ
ろ
主
だ
っ

た
病
害
虫
も
無
い
か
ら
無
農
薬
で

栽
培
出
来
る
と
い
う
。
…
…
で
も
、

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
っ
て
何
だ
？

南
国
の
果
実
？

　

同
時
に
『
政
府
が
進
め
て
い
る

生
産
・
加
工
・
販
売
一
貫
し
た
六

次
産
業
化
の
勉
強
も
し
て
み
な
い

か
』
と
い
う
こ
と
で
、
六
次
産
業

起
業
塾
に
飯
山
木
島
平
の
仲
間
を

募
っ
て
、
眠
気
が
迫
る
春
の
夜
か

ら
汗
ダ
ク
の
真
夏
の
夜
も
集
ま
っ

て
、
週
一
回
の
講
座
と
パ
ッ
シ
ョ
ン

心
を
繋
げ
た
「
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
花
」
飯
山
市
社
会
教
育
委
員　
丸
山 

茂
彦

く、自分にとって一番のバラなのだと悟る
という『星の王子さま』の話も元になって
いる。」といいます。そして、競争社会から
の現実逃避という批判や、運動会の短距
離走（かけっこ）で順位をつけないなどし
て、競争の要素を排除する傾向に対し、「競
争自体を否定する歌ではない。」という趣
旨の発言をしています。知れば知るほど奥
深い「世界に一つだけの花」です。
　今年、友好交流事業締結をしてから10
周年を向かえ、去る11月1日深圳で「交
流10周年記念式典」及び祝賀会が行わ
れました。そして、交流による友好の確か
さと、さらなる交流の発展を誓い合いまし
た。
　今までの友好交流記念誌の表紙タイト
ル（標題）に、深圳外国語学校は、「友情
は花のように咲き誇る」「喜びの瞬間・友
情は花のように」（2冊）、飯山第一中学校は、
「桜花爛漫」とあります。生まれ・育ちの
国（場所）は違っても、それぞれは、自分
の華を咲かせるために精一杯生き、輝い
ている姿があります。また、それぞれ（人・
環境）のよいところを見、取り入れようと
の目指す姿があります。あなた（あなた方）
が頑張るなら、私（私たち）も負けられない、
との、いい競争の姿があります。
　積極的に手を繋ぎ、心が繋がる社会を
築いていく若者たちを育てていく環境づく
りに、私たち大人は取り組んでいきたいも
のです。

「
地
域
で
子
育
て
」瑞

穂
地
区　

針
田　
　

金
井 

知
恵

　

私
の
住
ん
で
い
る
瑞
穂
地
区
は

子
ど
も
が
少
な
い
の
で
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
子
ど
も
達
を
と
て
も
か

わ
い
が
っ
て
く
れ
て
、
協
力
し
て

子
育
て
を
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ

が
し
ま
す
。
道
で
会
う
と
必
ず
足

を
止
め
て
子
ど
も
達
に
優
し
く
声

を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
環

境
で
育
っ
て
い
る
お
か
げ
で
、
子

ど
も
達
は
人
見
知
り
も
な
く
、
と

て
も
人
が
大
好
き
で
す
。

　

私
は
、
子
ど
も
達
が
地
域
の
人

達
と
関
わ
っ
て
育
っ
て
い
く
の
は
、

親
の
私
達
に
と
っ
て
も
な
く
て
は

な
ら
な
い
大
切
な
事
だ
と
思
い
ま

す
。
自
然
豊
か
な
四
季
の
あ
る
こ

の
飯
山
で
、
貴
重
な
子
育
て
を
の

ん
び
り
で
き
る
の
は
、
家
族
を
は

じ
め
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
だ

と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

　

運
動
会
や
お
祭
り
、
文
化
祭

や
道
祖
神
・
・
・
子
ど
も
達
の
大

好
き
な
イ
ベ
ン
ト
も
沢
山
あ
り
ま

す
。
積
極
的
に
参
加
し
て
地
域
の

行
事
や
、
飯
山
の
文
化
を
も
っ
と

楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

執
筆
者
人
物
紹
介　

　

元
市
議
会
委
員
で
あ
り
飯
山

市
民
劇
団
「
土
」
の
俳
優
、
そ
し

て
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
作
り
を

さ
れ
て
い
る
大
野
さ
ん
で
す
。

　

公
民
館
行
事
の
男
の
料
理
教

室
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
事
に
意
欲
的
な
方
で

す
。

常
盤
公
民
館　

専
門
部
員

　
　
　
　
　
　
　

 

田
中　
明
仁

「
雪
国
で
実
っ
た
南
国
フ
ル
ー
ツ
」

常
盤
地
区　

小
沼　
　

大
野 

峰
太
郎

フ
ル
ー
ツ
の
試
験
栽
培
を
始
め
ま

し
た
。

　

そ
の
甲
斐
有
っ
て
、
和
名
ク
ダ

モ
ノ
ト
ケ
イ
ソ
ウ
の
綺
麗
な
花
が

咲
き
、
特
有
の
香
り
と
甘
酸
っ
ぱ

い
味
覚
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ

が
採
れ
ま
し
た
。

　

定
植
一
週
間
後
に
台
風
二
号
の

大
雨
で
百
八
十
㎝
の
洪
水
に
冠
水

し
、
何
日
も
三
十
度
を
越
す
猛
暑

に
蕾
を
落
と
し
、
長
雨
と
強
風
に

支
柱
を
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、
道
の

駅
千
曲
川
で
不
思
議
な
芳
香
を

漂
わ
せ
て
い
ま
す
。
食
感
も
試
し

て
み
て
下
さ
い
。

　

講
座
の
成
果
で
、
生
産
と
加
工

の
二
グ
ル
ー
プ
が
「
農
村
六
起
ふ

る
さ
と
起
業
家
」
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
は
、
産
地
化
を
目
指

し
て
、
千
曲
川
流
域
パ
ッ
シ
ョ
ン

フ
ル
ー
ツ
生
産
組
合
の
設
立
と
、

来
年
度
の
苗
の
育
苗
・
加
工
品
開

発
の
準
備
を
進
め
て
、
販
路
拡
大

に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
要
ら
な
く
な
っ
た
ア

ス
パ
ラ
の
イ
ボ
竹
や
キ
ュ
ウ
リ
の

支
柱
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
譲
っ
て

下
さ
い
。
栽
培
者
も
募
集
し
て
い

ま
す
。

パッションフルーツの花
（和名：クダモノトケイソウ）

パッションフルーツの果実

シワシワになったら、酸味も
ぬけて食べ頃です。

二つに切って、スプーン等で
お召し上がり下さい。ゼリー
状の果実と果汁が入ってい
るので、スプーンですくって
食べて下さい。パッションフ
ルーツの甘酸っぱい香りが口
いっぱいに広がります。種は
そのまま飲み込んでも良い
ですし、パリパリと噛んでも
ＯＫです。
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開館時間と休館日
＜開館時間＞  火～金9：30～18：00
　　　　　  土・日9：30～17：00
 ＜定 休 日＞   月曜日・祝祭日・年末年始

◇ 図書館カレンダー ◇

の日は休館です。

図書館
ニュース

12/１ 木 10:30～絵本とわらべうたの会
２ 金 移動図書館車②コース
３ 土
４ 日 10:30～おはなしひろば
５ 月 月曜休館
６ 火
７ 水 移動図書館車③コース
８ 木 10:30～絵本とわらべうたの会
９ 金 移動図書館車④コース
10 土
11 日 10:00～ブックスタート
12 月 月曜休館
13 火
14 水 移動図書館車①コース
15 木 10:30～絵本とわらべうたの会
16 金 移動図書館車②コース
17 土
18 日 10:30～クリスマスおはなし会
19 月 月曜休館
20 火
21 水 移動図書館車③コース
22 木 10:30～絵本とわらべうたの会
23 金 祝日休館（天皇誕生日）
24 土
25 日 10:30～おはなしひろば
26 月 月曜休館
27 火
28 水 移動図書館車①コース
29 木 年末・年始休館
30 金（１月４日まで）
31 土

らいぶらりいブックレビュー
こんなのもあります

旬の本・話題の本・意外な本

よ
み
も
の

赤
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
な
絵
本　

日
本
歴
史
旅
行
地
図
帳　

さ
よ
な
ら
、
お
母
さ
ん　

こ
と
ば
で
つ
ま
ず
く
子
ど
も
た
ち　

耳
ト
レ
！　

雨
漏
り
・
結
露
の
解
決
集　

金
型
が
一
番
わ
か
る　

重
ね
煮
だ
か
ら
す
ご
く
お
い
し
い　

お
い
し
い
を
届
け
る
盛
り
つ
け
の
基
本　

辰
を
描
く　

世
界
遺
産
・
小
笠
原　

５
分
で
立
体
カ
ー
ド　

県
別
罵
詈
雑
言
辞
典　

始
末
に
困
る
人　

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
の
キ
ホ
ン　

赤
木
か
ん
子

成
美
堂
出
版
編
集
部

信
田
さ
よ
子

竹
下　

研
三

中
川　

雅
文

日
経
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ア

型
技
術
協
会

梅
崎　

和
子

サ
ル
ボ
恭
子

金
　

斗
鉉

三
好　

和
義

菊
地
　

清

真
田　

信
治

藤
原　

正
彦

杉
浦
　

賢

生
活
・
社
会
・
趣
味

カ
ン
タ　

サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
サ
イ
レ
ン
ス　

春
か
ら
夏
、
や
が
て
冬　

人
生
教
習
所　

ラ
ン
ウ
ェ
イ　

コ
ー
ヒ
ー
も
う
一
杯　

伊
賀
忍
び
控
え
帖　

く
ち
ぬ
い　

境
遇　

誰
か
が
足
り
な
い　

悪
道　

ハ
ー
ド
ラ
ッ
ク　

卒
業
ホ
ー
ム
ラ
ン　

猫
鳴
り

ひ
な
た
弁
当　

石
田　

衣
良

五
十
嵐
貴
久

歌
野　

晶
午

垣
根　

涼
介

幸
田　

真
音

平　

安
寿
子

津
本
　

陽

坂
東
眞
砂
子

湊　

か
な
え

宮
下　

奈
都

森
村　

誠
一

薬
丸
　

岳

重
松
　

清

沼
田
ま
ほ
か
る

山
本　

甲
士

新 着 図 書 案 内

「
笹
切
り
・
葉
ら
ん
切
り

　
　
　
　
　
　
の
技
法
」

　
　
　
　
監
修　
山
崎
博
明

　
（
誠
文
堂
新
光
社　

刊
） 

　基本はもちろん、かっこい
い亀や鶴から、かわいらしい
ゾウやカエルまで、難しそう
に見える笹切り・葉らん切りの
作り方がとてもわかりやすく写
真解説されています。季節に
あわせた切り方のパターンと、
料理をより美味しそうに見せ
る技術もたっぷり紹介。

　

10
月
30
日
、
柳
原
地
区
文
化

祭
に
移
動
図
書
館
車
「
ゆ
き
つ
ば

き
号
」
が
特
別
運
行
し
ま
し
た
。

　

会
場
の
Ｊ
Ａ
北
信
州
み
ゆ
き
柳

原
出
張
所
で
は
、
農
産
物
の
販
売

や
地
区
一
周
駅
伝
で
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
、
人
出

は
少
な
め
で
し
た
が
、
催
し
の
間

に
本
を
見
て
い
く
人
、
雨
や
ど
り

の
た
め
車
に
乗
っ
て
本
を
読
ん
で

い
く
人
な
ど
、
地
域
の
人
に
移
動

図
書
館
車
を
見
て
い
た
だ
く
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、「
ゆ
き
つ
ば
き
号
」
は

降
雪
期
に
な
り
ま
す
と
、
到
着
時

間
の
遅
れ
や
若
干
の
駐
車
場
所
の

移
動
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

10
月
25
日
、「
本
の
リ
サ
イ
ク

ル
市
」
の
売
り
上
げ
の
一
部
を
、

３
月
12
日
の
長
野
県
北
部
地
震
で

被
災
し
た
栄
村
に
義
援
金
と
し
て

　

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
を
、

12
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
30

分
か
ら
、
図
書
館
３
階
多
目
的
室

で
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
大
型
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
大
勢
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

「
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
」
の
売
上
の
一
部
を
栄
村
に
寄
贈
●
ゆ
き
つ
ば
き
号
特
別
運
行

●
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

移動図書館車ゆきつばき号巡回日程表（平成 23 年 12 月～平成 24 年１月）
１コース 水曜日 ２コース 金曜日 ３コース 水曜日 ４コース 金曜日
北原公会堂 今井生活改善センター 温井多目的センター ＪＡ太田出張所前

9：50～ 10：10 10：00～ 10：20 10：00～ 10：20 10：00～ 10：20

柏尾公民館 千曲荘前 蕨野ふるさと館前 柳沢公会堂
10：15～ 10：35 10：25～ 10：50 10：30～ 10：50 10：25～ 10：45

戸隠公民館 旧戸狩セブンイレブン前 戸狩温泉スキー場瀬木駐車場 小泉集落センター
10：45～ 11：05 10：55～ 11：15 10：55～ 11：15 10：55～ 11：15

下水沢公会堂 大塚生活改善センター 顔戸公会堂 外様活性化センター
11：10～ 11：30 11：20～ 11：40 11：25～ 11：45 11：25～ 11：45

小沼倉科商店前 西大滝旧鈴木病院 坂井多目的集会所 旧ＪＡ富倉支所付近
11：35～ 11：55 2：20～ 2：40 1：50～ 2：10 2：00～ 2：20

関沢農業生活改善センター 藤沢多目的集会所 ふっくら工房ふるさと前 市ノ口公会堂付近
2：25～ 2：45 2：45～ 3：05 2：15～ 2：35 2：40～ 3：00

神戸公民館 馬場集会所 上組公民館 小佐原公会堂
2：55～ 3：15 3：10～ 3：30 2：50～ 3：10 3：05～ 3：25

福島公民館 和水多目的センター 深沢公会堂 山口公会堂
3：20～ 3：40 3：35～ 3：55 3：20～ 3：35 3：30～ 3：50

戸那子構造改善センター 岡山活性化センター 茂右エ門新田区民センター 笹川公民館
3：50～ 4：10 4：00～ 4：20 3：40～ 3：55 3：55～ 4：15

常盤小学校付近 秋津中央公会堂 南条生活改善センター
4：20～ 4：40 4：05～ 4：25 4：20～ 4：40

中町神社道路付近
4：30～ 4：50

12月 14・28日 12月２・16日 12月７・21日 12月９日
１月18日 １月 13・27日 １月11・25日 １月６・20日

      　
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
時
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

            　
　
　
　

  

巡
回
日

贈
呈
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
栄
村
教
育
委
員
会
の

宮
川
教
育
長
に
高
橋
図
書
館
長

か
ら
６
７
８
０
円
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

　

宮
川
教
育
長
か
ら
は
「
大
変
あ

り
が
た
い
。
有
効
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

図
書
館
で
は
、
10
月
２
日
の
総

合
学
習
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
図
書
館
ま
つ
り
「
本
の
リ
サ
イ

ク
ル
市
」
の
会
場
に
、「
本
日
の

売
り
上
げ
の
一
部
は
栄
村
に
寄
贈

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
表
示

を
し
て
呼
び
か
け
を
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
応
え
る
形
で
、
本
の
代

金
の
他
に
お
つ
り
も
義
援
金
に

使
っ
て
欲
し
い
と
い
う
方
も
お
ら

れ
、
栄
村
の
こ
と
を
思
う
温
か
い

気
持
ち
も
、
一
緒
に
お
渡
し
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「本のリサイクル市」の様子


